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平成16年度厚生労働省の科学技術基本方針

１１１１

１．最先端科学を活用した予防・治療法の開発
　　（特に、新たながん対策）

２．SARSを含む健康危機管理の強化

３．ナノテクノロジーを活用した医薬品・医療機器
　産業の国際競争力強化と治験体制の充実
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死亡率の推移
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主要死因の推移

がんの現状

• 肺・膵・肝など多くのがんの死亡率は上昇

• 胃・子宮がんの死亡率の顕著な低下

• 高齢化の進行に伴うがん死亡率の上昇

２

1990年　全死因中　約２７％

　　医療費中　　約８％　
2000年　全死因中　約３１％

　　医療費中　　約９％　

難治性がんへの重点対



発がん機構等の解明が進歩
一部のがん抑制遺伝子の同定

早期診断技術の開発
ヘリカルＣＴによる肺がんの
早期発見

がん治療の進歩
非侵襲的手術法の開発

研究体制
既存の国立がんセンターや
大学などで研究

がん抑制遺伝子は同定された
が、どう予防や治療に結びつく
かは不明

膵がん、肝がんなど難治性の
がんの早期診断はいまだ困難

技術は一部地域に限局

研究成果の臨床応用に時間が
かかるなどの問題も多い

•ゲノム情報を取り入れた
がん予防法の確立

•個々人に最適なテーラー
メイド医療の確立

•難治性がんの早期発見法を
開発

•全国的な均てん

•がん組織の収集・保存体制
の整備

•臨床応用研究の推進

がん対策の過去・現在・未来

現状と課題 今後の対応
（次の１０カ年）

３

•対がん１０か年総合戦略（昭和５９年～平成５年）

•がん克服新１０カ年戦略（平成６年～平成１５年）

今までの対がん戦略


